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今回の発表内容

•Cコースで訪れた場所

•各訪問場所の紹介と印象に残ったこと

•福島に対するイメージの変化

•ツアー中に行った情報発信

•これからの情報発信

•まとめ



Ｃコースで訪れた場所

出典：「県内市町村地図上検索」（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01010d/koho-chizu.html）、
「福島県企業立地ガイド」（http://www4.pref.fukushima.jp/investment/feature/soso_iwaki/）

いわき市
• 市場食堂
• いわきら・ら・ミュウ
• アクアマリンふくしま

浪江町
• まち・なみ・まるしぇ
• 大平山・請戸地区

楢葉町・広野町
• Jヴィレッジ

三春町
• コミュタン福島

• 薄磯・豊間地区
• マルウチ誓子梨園
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コミュタン福島

A班



いわきら・ら・ミュウ

•被災当時の状況

B班



C班



市場食堂＆浪江町まち・なみ・まるしぇ

D班



ごちそうさまでした！！！

D班



E班
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福島に対するイメージの変化（１）

震災以降、着実に復興が進んでいた
映像でわからなかった事が分かった

福島の食材は徹底的に
管理されていたことが分かった

A班



福島に対するイメージの変化（２）

C班

復旧作業だけでなく、
未来に向けた新しい事業を多く行っている

魅力的なスポットがたくさんある

復興に地域差がある



E班

福島に対するイメージの変化（３）

原発避難指示区域の現状を知ることができた

福島≠被災地
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ツアー中に行った情報発信

1 2

A班



E班
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これからの情報発信（A班）

１

知り合いに直接体験を口で語ろう！

２

チラシパンフレットを作り、学校の共有スペースにおく。

A班



これからの情報発信（B班）

•考えたポイント
•大学生ならではの方法を使いたい
→大学の文化祭を利用できないか
•広告を作っただけでは普通の人はあまり見てくれない
→広告を目に付く場所に掲載
•伝えきれていない福島の魅力を伝えたい
→なみえ焼きそばがB-1グランプリをとったことを全国の人に
知らせたい

各大学の文化祭で福島の名物を販売！！

B班



全国の大学

各大学の文化祭で福島の名物を販売

• 各大学のボランティアサークルと提携

• 売り上げを福島に寄付

• 例‐なみえ焼きそば
• 焼きそばの包み紙を福島の現状を伝えるチラシに

福島県

いわき明星大学

NGA

文化祭
ボランティア
サークル

提
携

販売

売り上げ
を寄付

B班



SNSと比較

• メリット
• たくさんの人に見てもらえる

• 目に留まりやすい

• 直接魅力を知ることができる

• 売り上げが義援金になる

• デメリット
• 時期が限定されやすい

• 人員が必要

• 手間がかかる

• メリット
• 手軽に投稿できる

• 拡散力が高い

• デメリット
• 見る人が知り合いに限られる

• すぐ情報が流れる

• 注目されづらい

文化祭 SNS

B班



これからの情報発信（C班）

• フリーペーパーの作成

• 「命あふれる場所」

• 公式動画に遷移できるQR
コードを付ける

C班



これからの情報発信（D班）

ボランティアのつなぎ役

友だちツアー

D班



友達ツアーとは

D班

県外の学生の友達
を福島にご招待

福島の学生がガ
イドをするツ
アーを実施

交流しつつ福島
の情報を発信

参加者の友達を次
のツアーにご招待



•福島の学生による講演会
in Tokyo

•冊子・ウェブ上での公開

E班

これからの情報発信（E班）
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まとめ
ツアーを通して感じてほしかったこと・感じたこと

•県庁をはじめ多くの人たちが福島県の風評被害払拭、復興のため
に事業やイベントに取り組んでいる。

•県外だけでなく国外にももっと福島の良さや安全性を証明しようとコ
ストをかけたり努力している。

→このツアーを機に福島について興味を持ってほしい。また遊びに来
たり福島のものを食べたりして楽しんでほしい。



まとめ
個人で行うこれからの情報発信

• SNS（Twitter、インスタグラム等）

• ゼミ内でのツアーの感想や福島についての情報共有

• 学園祭での発表

• 福島産のものを積極的に購入・消費し福島ブランドに需要があることを示
す

個人単位でも福島について継続的にアピールしていく！




